
Ⅰ はじめに

メキシコ教育省管轄下の職業訓練センター局

（DGCFT）は、１９８箇所に職業訓練センター（CE-

CATI）を運営している。CECATI では、約５１職種に

２３０コースのモジュール訓練を展開している。訓練期

間は２～６ヶ月間（１２０～３６０時間）である。訓練の対

象者は失業者、有職者、学生、主婦など様々である。

訓練は昼間と夜間の２部制で実施し、夜間コースには

学生や在職者の受講が多い。１９９５年から１９９９年までの

受講者数は２，１９３，７２６名で、修了率は７８％である。CE-

CATI は、技術・技能労働者の人材開発に大きく貢献

している。しかし、訓練指導において次のような問題

点が生じた。

１）指導員の専門性：個人の専門分野の枠を超えるこ

とが少なく、企業や受講者のニーズに対応した訓練

コースの企画や開発に十分に対応していない。

２）指導員の指導能力：指導員の多くは企業での技能

者が出身であり専門知識と技能を備えている。しか

し、技能・技術の伝達力（指導能力）は必ずしも十分

とはいえない。

３）訓練の品質：全国統一されたカリキュラムとユ

ニット訓練を実施しているが、指導力の個人差や施設

ごとの実習設備の違いにより、訓練品質が均一でな

い。

４）ノウハウや教材の共有：各施設では、訓練指導の

工夫・改善が行われ、ノウハウや教材が蓄積されてい

るが、組織的に共有されていない。

そこで、これらの問題に対処するために、首都メキ

シコ・シティの郊外に、職業訓練研究開発センター

（CIDFORT）を２０００年に設置した。CIDFORTは、

教育訓練技法や教材の開発、指導員へのハイレベルな
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研修を行うことを主な目的としている。

職業訓練センター局（DGCFT）は、各訓練施設CE-

CATI における訓練品質の標準化と教師を支援するた

めの訓練教材に、e-learning が有効な教材として注目

している。そこで、CIDFORTが e-learning 教材を開

発し、サーバを運営して、全国のCECATI へ配信す

る構想がある。しかし、CIDFORTは設立されて２年

目で、業務の立ち上げの段階である。そこで、DGCFT

は、職業能力開発分野の利用を目的とした e-learning

の技術移転を国際協力事業団（JICA）に要請した。

筆者（菊池）は、２００２年１０月２１日から１１月１２日まで、

e-learning の構築、運営、管理方法の講義と e-learning

教材制作を指導した。共著者（平松）は２００１年４月か

ら、“電子分野における研究・教育手法の開発におけ

る技術指導”のためCIDFORTで指導している。

以下、II 章では e-learning 教材の制作方法を示し、

III 章では教職員に実施した教材制作セミナーとアン

ケート調査の結果を、IV章で今後の課題について述

べ、V章でまとめる。

Ⅱ e-learning 教材の制作方法

２．１ e-learning 教材とは
遠隔教育（注１）の分野をインタラクティブ・一方向の

縦軸と同期・非同期の横軸の２次元のグラフで、図１

に表現した。図１の第３と第４象限が従来の通信教育

（correspondence education）で、第１と第２象限が

e-learning に分類できよう。ここで、e-learning とは、

頭文字の eに代表されるように、electric（電子的

な）、つまりコンピュータやネットワークを利用した

学習という意味である（１）。

図１の第２象限の同期型 e-learning は、授業の開始

時刻や学習時間が決められている。同期型の事例とし

て、雇用・能力開発機構のアビリティガーデンが配信

しているAGネットがある（２）。AGネットでは、東京

のスタジオから人工衛星を利用して全国６６ヶ所の訓練

施設に教育訓練プログラムを配信している。各施設か

らは ISDN回線を利用したTV会議システムを活用し

て、スタジオと各訓練施設との双方向のコミュニケー

ションを実現している。

また、民間の英会話スクールでは、テレビ電話を利

用して教室と自宅や職場の間を ISDN回線で接続し、

グループ学習できるシステムを導入している（３）。

このように、同期型では通信手段に人口衛星の利用

により、広範囲に、同時間に、多くの人々に授業を配

信することや、インターネットや ISDNの活用により

多地点間でのインタラクティブなグループ学習を可能

にする。

e-learning のメリットとして、“どこでも学べる”、

“いつでも学べる”と言われる形式が、図１の第１象

限の非同期型 e-learning である。学習者は、コン

ピュータを利用して教材（Courseware）で学習する。

Courseware は、Webページで制作され、WWWサー

バでインターネットや専用回線を利用して学習者へ配

信される。Webページは、写真、サウンド、ビデオ

などのマルチメディアを取り込むことができるため、

印刷教材よりも直感的に理解させることが容易であ

る。Webを利用した訓練は、Web-Based Training

（WBT）と呼ばれている（１）。多忙な企業人が帰宅後

の夜間や週末にWBTを受講して、職業能力のスキル

アップに有効な手段として注目されている。WBTは

ブロードバンドの普及に伴って、今後、一層の利用が

見込まれる。また、WBTのコンテンツをCD-R や

DVDなどの大容量メディアに記録すれば、ネット

ワークから独立した環境（stand-alone）でも学習が

可能である。

WBTのコンテンツとしては、IT関連、ビジネス

系、資格取得、英会話、MBA（大学院）などの社会人

向けのコンテンツが充実している（４）－（６）。職業能力開

発分野の動向として、高度職業能力開発促進センター

は、受講のミスマッチを解消するためにWBTによる

事前研修（プレ・トレーニング）を２００２年に実施した。

約１００名に試行したところ、約半数の受講者がWBT

によるプレ・トレーニングの有効性を支持した（７）。ま

た、雇用・能力開発機構では、２００２年１０月からWBT

形式のインターネットを活用した IT学習コースをス

タートさせた（８）。ワード、エクセルから Java、C言

図１ 遠隔教育の分野（注２）
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語までの IT関連の１８コースが開設されている（２００２

年１０月時点）。なお、本論文では、Webで利用して学

習する教材をWeb-Based Courseware（WBC）と呼

ぶことにする（９）。

２．２ WBCの制作方法の検討

著者（菊池）は、メキシコに派遣される前に、CID-

FORTで指導中の長期専門家（共著者：平松）と数ヶ

月前から電子メイルを利用して、技術移転の打ち合わ

せをした。この過程で、メキシコ側がWeb-Based

Courseware（WBC）の制作に関心を持っていること

が判明した。WBCを制作するためには、オーサリン

グツールが必要となる。そこで、今回の技術移転に適

したオーサリングツールを検討した。

市販されているオーサリングツールとしては、Mac-

romedia 社のAuthorware や Director などがある。

さまざまなメディアを統合させたり、Webに対応し

たコースウェアの制作ツールとして知られている。島

田ら（１９９９）は、プレゼンテーション制作用アプリ

ケーションであるMicrosoft 社の PowerPoint をオー

サリングツールとして活用することを検討し、

Authorware、Director、PowerPoint について、使い

やすさの比較を行っている（１０）。オーサリングに求め

られる主な機能は、教材作成支援、学習管理、学習成

果・進捗の集計の３機能である（１１）。機能面では、

Authorware が最も優れ、次にDirector である。し

かし、Authorware と Director の習得には、パソコ

ンやマルチメディア等に関する専門知識と長いトレー

ニング時間を必要とする。また、これらのツールは高

価（１０万円以上）であり、メキシコの訓練施設には整

備されていない。

ところで、メキシコの訓練内容や学習者に合わせた

教材を制作するためには、現場の教師がコースウェア

を自作することが理想である。その狙いは、教育内容

のミスマッチを最小限とし、教師の経験やノウハウが

反映された e-learning 教材をインターネット上で共有

することである。そのためには、コンピュータに精通

していない指導員でも使用できるオーサリングツール

が必要となる。

求められる条件として、安価、プログラミング不

要、直感的で簡単な操作、マルチメディア対応、等が

望まれる。新妻（２００２）は、オーサリングツール

“TOCS”を開発した（１３）。コースウェア作成から学習

評価の機能までを備えている。しかし、現在のとこ

ろ、英語やスペイン語には対応していないため、今回

のメキシコへの技術移転の目的には利用できない。

また、菊池（１９９８）は、プレゼンテーション用スラ

イド作成用ツールである PowerPoint を利用して、

コースウェアを制作した。PowerPoint は専用のオー

サリングツールにある学習管理機能を備えていない

が、スライド画面にアニメーションやビデオなどのマ

ルチメディアを取り入れることが容易である。１５名の

学生に PowerPoint で制作したコースウェアを授業に

導入したところ、７割の学生がコースウェアを利用し

た授業が初めてにもかかわらず、９割の学生がコース

ウェアによる学習を支持した（１４）。

PowerPoint で制作したコースウェアは、Webペー

ジ形式で保存できるため、Web-Based Courseware

（WBC）として利用できる（１５）、（１６）。さらに、２００２年

６月にリリースされたMicrosoft Producer と組み合

わせることにより、ビデオと PowerPoint のスライド

を同期させながら、コースウェアの学習を進行させる

ことができる。PowerPoint は、英語、日本語、スペ

イン語などの多様な言語に対応した製品が開発・販売

され、教育関係においても利用者が多い。また、メキ

シコの訓練施設にも、数多く整備されている。そこ

で、オーサリングツールとして、PowerPoint と Pro-

ducer を採用した。

２．３ Producer を利用したWBCの制作方法

PowerPoint と Producer で制作したWBCの画面を

図２に示す。制作したWBCは、Microsoft 社 Internet

Explore（IE）で表示することができる。学習者は、パ

ソコンと IEの基本的な操作スキルを備えていれば、

提案するWBCを利用した学習が可能である。教材

は、ビデオ画面、スライド画面、目次から構成される。

ビデオ画面では授業や実習内容が再生される。ビデ

オに同期して、スライド画面の内容が順番に提示され

ていく。ビデオに、教師の顔や声、実習場の機械や実

験装置などを録画することにより、授業の雰囲気とリ

アリティさを学習者に伝える効果がある。また、ビデ

オは学習者の視覚と聴覚の両方に働きかけるため、本

を読むような視覚だけの場合と比較して学習効果が高

いと言われている（１２）。ビデオ画面の下には、再生、

ポーズ、早送り、巻き戻しのボタンがある。学習者は、

必要に応じて繰り返して学習することが可能である。

次に、目次の画面では、各スライドにハイパーリン

クした項目を設定することができる。学習者は、任意

の目次をクリックすることにより、WBCの途中の章

から学習を始めることができる。例えば、必要な章だ

e−Learning教材制作の方法

39



ビデオ画面 スライド画面 Internet Explore

目　次 

けを選択して効率的に学習することや、数日に分けて

学習することが可能である。通信インフラが未整備な

状況下ではCD-R に記録して利用することができる。

図３に示すようにWBCの制作工程には、次の６つ

のステップがある。各ステップの概要を説明する。

１）コース設計：ここでは、WBCの設計工程を作成

する。学習目標、内容、時間を設定し、スライドとビ

デオによる資料提示や解説、作業の役割や配分を決め

る。このため、作品の仕上がりを具体的にイメージし

やすく、制作の段取りや作業が効率よく運ぶ。

２）スライドの作成：PowerPoint を利用して図２の

スライド画面を作成する。PowerPoint では、文字、

図、写真、アニメーションやスライドのデザイン機能

を利用することができる。

３）ビデオ撮影：DVビデオカメラを利用して、講

義、実験、実習の様子を撮影する。ビデオカメラには

マイクロフォンが内蔵されているが、講師の声を録音

する場合には、専用のマイクロフォンを利用して、雑

音や騒音が混入しない工夫が必要である。

４）ビデオ編集：ここでは、Windows XP に付属し

ているWindows Movie Maker を利用して、ビデオカ

メラからパソコンにビデオを取り込む作業を行う。高

速シリアル通信インターフェース IEEE１３９４（１７）は、

DVカメラやノートパソコンに標準的に装備されてい

る。両者を IEEE１３９４ケーブルで接続することによ

り、DVカメラに記録したビデオをパソコンへ転送し

てディジタルビデオ・ファイルにすることができる。

５）Producer：本編集では、PowerPoint で制作し

たスライドとパソコンに取り込んだビデオの同期化を

行う。WBCのレイアウトの設定、ビデオの画質、ス

トリーミングの速度、目次の項目などを設定する。

６）試作品の評価：最後に、Producer で発行した

WBCの動作や仕上がりを確認する。

なお、WBCを制作するパソコンの仕様として、

PowerPoint２００２と Producer、オペレーティング・シス

テムにWindows２０００またはWindows XPが必要なる。

学習用パソコンには、Windows９８以降のオペレーティ

ング・システムと Internet Explore５．０以降のWebブ

ラウザが備わっていれば良い。Producer については

Microsoft 社のWebサイトから無償で入手できる。

２．４ セミナーとコースウェアの概要

２００２年１１月４日�から８日�の５日間、e-learning
教材制作の実習を指導した（表１）。参加者は２６名

で、CIDFORTの職員以外に、職業訓練センター局

（DGCFT）と職業訓練センター（CECATI）の教職

員が参加した。男性１３名、女性１３名で、平均年齢は３５

歳である。参加者２６名に対して、用意されたパソコン

（Windows Me）は１２台である。２、３名からなる

チームを編成して、共同制作とした。WBCの学習内

容は、制作した教材が職場で利用できることや専門性

を発揮することを意図して、チームごとにテーマと学

表１ セミナーの日程

日 程 講義と実習内容

２００２年
１１月４�

・開講式、５日間のセミナーのガイダンス
・e-learning についての講義
・e-learning 教材の制作方法の講義
・コース設計

１１月５�
・教材のシナリオ作成
・スキャナーの使用方法
・PowerPoint によるスライドの制作

１１月６� ・ビデオ撮影とMovie Maker による編集

１１月７� ・Producer を利用したWBCの制作

１１月８� ・作品のプレゼンテーションと修了式

図２ WBCの構成

図３ WBCの制作工程
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習内容を決めた（表２）。

参加者全員が、Windows パソコンと PowerPoint

の使用した経験があったため、WBCの制作に集中す

ることができた。５日間のセミナーで、全員が教材を

完成し、最終日に作品のプレゼンテーションを行っ

た。１２チームの教材のファイル容量は、延べ約７００MB

になり、CD-R に記録し、参加者全員に配布した。

２．５ 作品の紹介

今回、１２チームが制作したWBCの題目を表２に示

す。表２より、２つの作品のユニークな工夫を紹介す

る。

１）作品番号１２：インターネット・ホームページの表

示方法

図４に示す教材は、インターネット、Webの用語、

Webブラウザの操作方法を解説している。インター

ネットの初心者がこの教材で学習しながら、パソコン

を操作すれば、ホームページを表示できるスキルを習

得できるように制作されている。この教材が工夫され

ている点は、ビデオの講師（制作者）の演出にある。

講師はセリフを暗記し、終始カメラ目線で話してい

る。また、図４に示すように、ビデオ画面からスライ

ド中の図を指すなどのジェスチャーを行い、学習者を

惹きつける工夫がされている。制作した講師は、ビデ

オとスライドを同期させるために緻密なタイミング計

算と編集を行っていた。

ところで、教師といえども、カメラの前で話すこと

に慣れていないと、原稿を棒読みし，うつむき顔にな

りやすい。それでは、学習者は教師への親しみや学習

意欲が湧きにくい。撮影においては、目の前に学習者

がいることを想像して、表情を豊かにして、ジェス

チャーも交えて，語りかけることが必要に思われる。

２）作品番号９：機械加工実習におけるノギスとマイ

クロメータの測定方法

図５に示す教材は、機械工作に使用するノギスとマ

クロメータの測定法を解説している。この教材が工夫

されている点は、映像で工具の使用方法を分かり易く

説明していることである。図５のスライド画面ではノ

ギスの構造と名称を提示し、ビデオ画面ではノギスを

使用して測定の実演をしている。ビデオからは、ノギ

スの持ち方、ワークの挟み方、本尺の目盛りと副尺の

目盛りが一致したところを読むなどの技能的な実技が

詳細に描画されている。

ノギスに限らず、教育訓練には様々な実験や実習が

あり、その中で様々な実験装置、機械、道具を使用す

る。器工具等の使用方法は、印刷されたテキストだけ

では分かりづらいことが多い。ビデオによる提示は学

習者に直感的に理解させるのに効果的である。

Ⅲ アンケート調査と考察

参加した教職員２６名にアンケート調査を行い、２３名

の有効回答を得た。以下、調査結果と考察を述べる。

質問１．教育訓練に何年従事していますか？

教育訓練の実務経験は、平均で約７年であった。理由

は不明だが、訓練業務の支援・管理部門の事務職員６

名が参加していた。

質問２．今回の e-learning のセミナーについて、期

待していた内容でしたか？

“期待どおり”と“やや期待どおり”を含めると約

８７％の参加者の期待に応えていることが分かる。しか

し、“まったく違う”との回答１名については、コメ

ントが書かれていないため理由が明らかではない。な

表２ Web-Based Courseware の題目

＃ 教 材 名 性
別
年
齢

１ 半導体ダイオード

女 ２６

男 ３４

女 ２６

２ 訓練標準とその指導法
女 ２９

男 ２９

３ 電子システムの保守作業
女 ３０

男 ３８

４ 全国試験データベースの概要
男 ３８

女 ２８

５ Webページの作成学習教材
女 ２８

男 ３１

６ PowerPoint で作成した映像の編集方法
女 ５３

女 ３４

７ 零細企業のための基礎会計入門
女 ４５

女 ２８

８ 基礎英会話学習
女 ２９

男 ３０

９
機械加工実習におけるノギスとマイクロ
メータの測定方法

女 ２３

男 ５０

１０ HTML学習コース

女 ３０

男 ２５

男 ３３

１１ 教育訓練の品質革新プログラムの概要
男 ５１

男 ５２

１２ インターネット・ホームページの表示方法 男 ４０
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図４ 作品番号１２：インターネット・ホームページの表示方法

図５ 作品番号９：機械加工実習におけるノギスとマイクロメータの測定方法
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期待通りである 
48％ 

まったく違う 
4％ 

少し違う 
9％ 

やや期待どおり 
39％ 

大変満足した 
83％ 

満足した 
13％ 

少々不満 
4％ 

大変不満 
0％ 

大いに役に立つ 
74％ 

全く立たない 
0％ 

あまり立たない 
0％ 

役に立つ 
26％ 

お、回答者は、管理部門の職員で指導の経験はない。

また、“少し違う”と回答した２名のうち１名は、

“実習用の機材が足らず、思い通りの学習ができな

かった”とコメントしている。Producer の利用には

Windows XP を搭載したパソコンが必要となり、Win-

dows MEでは動作しない。今回、１２のチームが５台

のWindows XP パソコンを交代で作業した経緯があ

る。長い待ち時間を強いられ、Producer による制作

時間を十分に確保できなかったことへの不満の表明か

もしれない。

質問３．今回の e-learning のセミナーに満足しまし

たか？

“大変満足した”、“満足した”回答した人は２３人

中、２２人である。コメントとしては、“すべての目的

が達成され、いろいろ勉強ができて満足である”、“セ

ミナーに参加できて、幸運だった”、“とても面白いセ

ミナーだった”があった。

“少々不満”と回答したのは、１名で、“機材が足

りなくて、思い通りの学習ができなかった”と回答し

ている。また、質問２の期待度でも、“少し違う”と

回答している。

質問４．今回学習した e-learning の教材の制作方法

はあなたの役に立ちますか？

“大いに役に立つ”、“役に立つ”と全員から回答が

あった。“自分の職場で実施しているプロジェクトの

フォローができる”、“職場に機材が入れば、一生懸命

（e-learning の教材制作を）やりたい”、“このような

e-learning 教材を開発して、学校で使うように提案す

る”などの e-learning 教材に肯定的な見解が多かった。

質問５．今後も e-learning の教材を制作したと思い

ますか？

２３名全員から“今後も制作したい”と回答を得た。

質問６．今回の e-learning のセミナーで、もっとも

興味を引いたのはなんですか？

下記のコメントがあった。

・最終発表のための編集・制作作業。

・メキシコの教育に役立つ新しいテーマだった。

・e-learning の総合的展望の講義。

・ビデオカメラ、スキャナー、Producer の使用方法

を学習したこと。

・PowerPoint とビデオで、こんな教材ができるとは

知らなかった。

・簡単に教材を作るための新しいツールの操作方法を

学習できた。

・すべて大変面白かった。

質問７．今回の e-learning のセミナーで、難しかっ

た内容はなんですか？

下記のコメントがあった。

・ビデオ編集とビデオカメラの前で話すこと。

・e-learning のコンテンツを開発すること。

・ビデオ撮り。廊下で撮ったので、音が反響して上手

く録音ができなかった。

・もっと時間があればよかった。

・ビデオとスライドのタイミングを合わせる Pro-

ducer による編集作業。

図８有益度（有効回答数２３人）

図６期待度（有効回答数２３人）

図７満足度（有効回答数２３人）
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・ビデオカメラのボタンの名称が日本語と英語で表記

されているため、操作に戸惑った。スペイン語で書

かれた機材を使用したい。

質問８．ビデオとPowerPoint を利用した e-learn-

ing 教材の長所を教えてください。

下記のコメントがあった。

・いつでも使うことができる。コストダウン。

・簡単で、使いやすく、新しい。品質が高い。

・学習者は教材を繰り返して学習することにより、習

熟することができる。

・特別高価な機器を必要としない。

・どこでも、いつでも、自己学習。

・（教材の）操作方法が簡単、ポテンシャルが高い。

・制作が容易。魅力的で新しい。

・ビデオ教材や学習プロセスがダイナミック、効果

的、簡単。

・ビデオとテキストの関係が分かりやすい、自己学習

用の教材になる。

・ソフトが無料。分かりやすい。操作が簡単。教材を

作るのにプログラムスキルを必要としない。

・制作方法が非常に簡単で、すぐにマスターできた。

・スライドだけでは読んでもらえない場合があるが、

ビデオで同時に説明すると興味を持つ学習者が多

い。

質問９．ビデオとPowerPoint を利用した e-learn-

ing 教材の短所を教えてください。

下記のコメントがあった。

・（遠隔地の）学習者の学習状況や反応が分からな

い。

・今回、PowerPoint で制作した教材にはドリルやテ

ストの機能を加えることができないので、学習者を

確実に評価できない。

・（教材制作には）Windows XP パソコンとビデオ

カメラが必要となり、職場にはない。

・教師と学習者のコミュニケーションが双方向ではな

い。教師と学習者の接触は必要である。

・ビデオは情報量が多いので、高速なネットワーク回

線と高性能なサーバが必要である。

Ⅳ 考察

グループ討論、通信インフラの問題点と e-learning

が期待される背景について考察する。

４ 作品発表後のグループ討論
作品発表後にグループ討論を開催し、議論された内

容と課題について述べる。

１）箇条書きか、文章か

今回の PowerPoint で制作したスライドのデザイン

には、チームごとにオリジナリティが表れた。グルー

プ討論の中で、文字の大きさ、配色・背景、アニメー

ション、サウンドの効果について話し合われた。

スライド画面の説明文については、箇条書きか、文

章かの議論があった。箇条書きを支持する意見として

は、“プレゼンテーションのスライドの多くは、箇条

書きの形式が一般的である。重要なポイントやキー

ワード等を大きな文字で記した方が読みやすい。ま

た、ビデオで学習内容を説明するのだから、文章は簡

素でも構わない”があった。

文章を支持する意見としては、“学習者は学習用の

資料を必要する場合がある。理由としては、メモを書

き込むためや、資料があることで安心感を与えるなど

である。資料しては、スライド画面を印刷することが

便利である。パソコンが無い環境（たとえば自宅）

で、学習者が復習することが考えられるので、スライ

ドとしては詳細に書かれている必要がある”があっ

た。

理想としては、WBCのスライドはポイントを箇条

書きにして、スライドとは別に学習内容を詳細に記述

した資料（電子テキスト）を学習者がダウンロードし

て利用できるようにすることであろう。

２）マルチメディアの功罪

PowerPoint には、アニメーションの機能や効果音

を付加することができる。しかし、手持ち資料用にス

ライドを印刷するとアニメーションとして動作する絵

などが文章と重なって印刷され、読みづらいことがあ

る。

また、PowerPoint ではアニメーション動作や効果

音を付加することができるが、“過剰なマルチメディ

アの効果は学習者の集中力を妨げるので逆効果”とい

う意見もあった。

このような問題は、一概に良し悪しを言うことは困

難である。対象者が、パソコンに不慣れな子供や成人

の場合には、このような効果を面白がり学習を持続す

ることがある。また、e-learning に慣れている企業人

は、地味なWebページでも構わないから、学習ペー

ジがすぐに表示される機能面を重視することも報告さ

れている（１２）。

どこの国でも同じであると思うが、職業訓練の分野
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の学習対象者の年齢、学歴などの属性は、バーチャ

ル・ユニバーシティの学生・社会人やWBTを受講す

る企業人と比較すると多様である。そのため、標準的

な e-learning 教材を制作して、指導者がいない遠隔環

境で全員が一定以上の学習成果を得ることは可能であ

ろうか。理想的には e-learning 教材は、限りなく個々

の学習者が効率よく学習できるために個別化して制作

されよう。また、e-learning 教材がパソコンで制作さ

れたソフトウェアであるから、印刷テキストより柔軟

に学習者に対応できる可能性を秘めている。

また、ブルーカラー系とホワイトカラー系の職業能

力開発では学習内容の違いだけでなく、その指導方法

も全く異なる。学習者の性別、年齢、学歴、訓練方法

などの多様な属性に考慮した職業能力開発分野の e-

learning 教材制作の研究や運用の検討が重要な課題に

なっている。

４．２ e-learning の基盤システム開発と運営の課題

日本の教育研究機関では、e-learning、電算機シス

テム、衛星通信システムなどの高度なシステムの運用

を民間に委託していることが多い。しかし、メキシコ

の職業訓練センター局の方針として、DGCFTや CID-

FORTの技術系の職員が、e-learning、サーバ、ネッ

トワーク等の基盤システムの開発、運用、管理の全て

を担当する。これらの業務は多岐に渡り、高度な専門

性と実務面の豊富な経験が要求される。例えばサンマ

イクロシステムズのサーバ、オラクルのデータベー

ス、シスコの通信設備などの特定の製品知識に精通し

ている必要がある。e-learning の教育訓練の開発や構

築のみならず、e-learning システムの開発・運用の実

務面において、日本の協力が求められている。

４．３ 通信インフラ整備の遅れ

日本の国土の５倍の広さを持つメキシコでは、e-

learning が教育訓練の新しい手段として注目されてい

る。e-learning の普及を成功させるためには、WBC

やサポート体制の充実だけではなく、通信インフラが

整備が不可欠であることは言うまでもない。“現在、

メキシコ国内の基幹電話会社はTELMEXが１社であ

るため、通信サービスの競争原理が働いていない”こ

とをDGCFTの e-learning 担当責任者Toledo 氏は指

摘していた。

例えば、ADSLなどの高速インターネット接続サー

ビスはスタートしたばかりで、通信速度２Mbps の月

額料金が＄４００米ドルと、日本の平均的な料金（約

３，０００円）と比較して大きな格差がある（２００２年１０月

時点）。そのため、通信インフラの整備の遅れが、イ

ンターネットの普及の障害になっている。メキシコで

はダイヤルアップ接続が一般的である。

ビデオストリーミングやアニメーションなどのマル

チメディアを含んだ e-learning 教材は、情報量が多い

ために、帯域の狭いネットワークでは同時に多くの学

習者が利用できない状況が発生する。かつて、日本に

おいても似たような通信インフラの問題があったの

で、将来的にはメキシコにおいても改善されると思わ

れる。

４．４ 成人教育と e-learning

メキシコは、GNPの統計データを見ると、もはや

開発途上国ではないとの意見もある。しかし、メキシ

コの１５歳以上の労働人口６，５００万人の半数が小学校、

中学校の教育を受けていない。低所得層の出身者や女

性に多い。読み書きや簡単な計算ができないため、職

業訓練を受けることができない。そのため、労働福祉

省の成人教育局（INEA）が成人教育を実施している。

２００１年、フォックス大統領が提唱した e-Mexico の政

策により、INEAではコンピュータ教育にも取り組ん

でいる。さらに，基礎的な職業教育・訓練を始めてい

る。DGCFTは、職業訓練分野のノウハウを INEAに

提供して，成人教育の政策に協力している。

INEAでは、成人教育用の学校 Pl@za comunitaria

を全国で４０６校を運営し、アメリカにもメキシコ人の

ために１０の分校がある。写真（図９）では、パソコン

を利用してメキシコの歴史を学習している授業風景で

ある。教材は、Webに対応したHTMLで制作された

e-learning 教材を活用している。しかし、多くの施設

は、予算面からインターネットには接続されておら

ず、校内にサーバを設置して、イントラネットで運用

図９ Pl@za Comunitaria でイントラネットを利用した成人
教育の風景
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している。将来計画としては、Pl@za comunitaria を

２０，０００校まで増やし、成人教育を強化する計画であ

る。しかし、施設を増やしても、教員の不足や人件費

等の問題が懸念され、e-learning による授業の可能性

を模索している。

Ⅴ まとめ

メキシコの職業能力開発に従事する教職員２６名に e-

learning 教材の制作を指導した。教材を制作するため

にはオーサリングツールが必要なる。ツールに求めら

れる条件として、現場の教師の使用，安価、プログラ

ミング不要、直感的で簡単な操作、マルチメディア対

応、等が望まれる。これらの条件を考慮して、Micro-

soft 社の PowerPoint と Producer を利用した制作方

法を提案した。

教材の画面は主にビデオ画面とスライド画面から構

成され、ビデオ画面では授業や実習内容が再生され

る。ビデオに同期してスライドの内容が自動的に切り

替わる。ビデオに教師の顔や声、実習室の機械や実験

装置などを録画することにより、学習者は臨場感ある

遠隔教育を受けることができる。

e-learning 教材制作セミナーの修了後、２６名にアン

ケート調査を実施し、２３名の有効回答を得た。セミ

ナーへの期待度については期待通りと回答が８７％、満

足度については９６％、有益度については全員が支持し

た。グループ討論では、職業能力開発分野の e-learn-

ing 教材を制作するためには，学習者の性別、年齢、

学歴などの多様な属性と、適切な指導方法を考慮した

制作方法の研究が課題になっていることを認識した。

スペイン語で制作した e-learning 教材は、メキシコ

国内の利用だけにとどまらず、中南米や南米のメキシ

コ語圏に国々、インターネットを利用して波及するこ

とが期待される。将来、アジア、南米、オセアニア、

アフリカなどの地域でも e-learning の教育訓練に関す

る技術協力のニーズが予想される。今後、日本の職業

能力開発が国際的に貢献していくためには、e-learn-

ing の実践的な研究と事業展開から得られた知識と経

験が必要となるだろう。
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［注］

（注１）本論文では、遠隔教育を郵便で教材を配布す

る通信教育から電子メイルやWWWを利用

した仮想大学まで幅広い教育として定義す

る。

（注２）参考文献（１）p．２４の図を参考に、本論文での

議論用に編集した。
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